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本論文は、ヒンディー語の統語構造および機能（文法関係）の重層性を解明したものである。 

 第１章では、統語分析に当たり本論文の枠組みを提示している。具体的にはヒンディー語の品

詞分類、およびヒンディー語の構造的な特徴を概観的に捉えるためのメタ言語化を行っている。 

 第２章では、ヒンディー語の基本文型に従い、単文構造について具体例を挙げながら観察して

いる。 

 第３章では、名詞修飾構造を取り上げ、統語類型を列挙し、構造中に内在する文法関係を詳細

に観察している。 

 第４章では、複文構造を扱っている。単文が２つ以上から成る集合体を定形節型（TypeⅠ），

非定形節型（TypeⅡ）に分け、例文を観察しながら分析している。前者については接続詞を使用

したもの、後者は従属側の単文を非定形節（斜格名詞句や副詞使用の斜格形分詞）に変換したも

のを対象としている。 

 第５章から第７章までは、複文の一種として、単文が別の単文に埋め込まれた述語複合を扱っ

ている。まず、第５章では、名詞と動詞の述語複合を取り上げている。次の 第６章では、形容

詞と動詞を複合したものを取り上げた。「動詞＋形容詞」型と「形容詞＋動詞」型の二つに大き

く分けて、その構造を分析している。続く第７章では、動詞と動詞を複合したものを、前章と同

様に複合動詞と動詞複合の２つの型に分けて分析している。このうち複合動詞として扱ったも

のは、動詞の語幹と定形動詞の複合形式で、２つの動詞が揃ってはじめて意味を成すもの、つま

り、一次元的には動詞連続であっても、ほぼ一体として Vの機能を果たすものである。一方、動

詞述語複合は、動詞述語文が第一層の主語，目的語に埋め込まれた二層構造になる。先行動詞の

形態は、語幹，不定詞，未完了分詞，完了分詞がある。語幹と定形動詞の複合は先の複合動詞に

も観察されるが、動詞述語複合の場合、後続動詞が、本来の意味ではなく漠然化したものになる。 

 第８章では、接辞を持つヒンディー語の使役と、同じく使役の接辞を持つ日本語の使役を、統

語構造分析に基づき、論理展開の共通性を考察している。 

 第９章では、統語構造の範囲内にある談話要素について、それらを使用した例を挙げ、さらに

ヒンディー語以外の南アジアの言語でも観察される与格後置詞の直接目的語への付加について

論じている。 第 10章では、本論文の分析法で明らかになった統語構造および文法関係の重層

性をまとめた。また、第９章で論じた談話要素にまつわる層を試験的に統語構造図に含め提示し

ている。 


